
 

 

超高齢社会における生涯学習の在り方検討会（第 2回） 

議事次第 

 

 

 

１．日 時  平成 23 年 11 月 2 日（水）13:30～16:00 

 

２．場 所  東海大学校友会館「霞の間」 

（東京都千代田区霞が関３－２－５ 霞が関ビル３５階）  

 

３．議 題 

 

（１）委員からのヒアリング 

（２）超高齢社会における生涯学習の意義及び役割 

（３）その他 

 

４．配布資料 

 

 資料１ 石川委員発表資料 

 資料２ 清原委員発表資料 

資料３ 検討会（第 1 回）における各委員からの主な発言内容と論点につい

て（案） 

 資料４ 社会教育施設における学習内容別学級・講座の状況 

 資料５ 高齢者大学・市民大学におけるカリキュラムの例 

資料６ 超高齢社会における生涯学習の在り方検討会スケジュール（案） 

  

   

 



「超高齢社会における生涯学習」公民館の取り組みについて 

                              

１，生涯学習（公民館活動）推進の役割分担 

国    ⇒ 理念、方針、設置及び運営に関する基準等、指導・助言

その他の援助 

   都道府県 ⇒ 市町村との連携、指導・助言その他の援助 

   市町村  ⇒ 設置者は市町村、教育委員会が管理運営 

          → 指定管理者制度の導入、首長部局へ移行、名称変更 

                  

   公民館の連合体  市町 → 都道府県 → 全国公民館連合会・全国

公民館振興市町村長連盟 

 

２，公民館での学習の必要条件 

   ①健康であること 

   ②学習の欲求を持っていること 

③仲間が居ること 

④集う場、学ぶ場が近くにあること 

    

３，全国約１６，０００館（条例設置）における学級・講座の分類 

①子どもとのかかわり ②高齢者が培ってきた知識や技術の伝承 

③ボランテア ④交流 ⑤地域との関わり ⑥生きがい ⑦その他 

 

４，「ブロック公民館大会（７ブロック）」「全国公民館研究集会」  

高齢者の自己実現や社会参加に関わる分科会を設置 

 

５，「月刊公民館」誌上での扱い 

   特集で高齢者の学習を取り上げる  

   各公民館では、定期的に公民館報を発刊し、地域への情報提供 

 

６，全公連の調査・研究等 

   １４年調査「公民館を活用した高齢者の社会参加促進について」 

１５年調査「公民館を活用した高齢者の社会参加促進プログラムつくり」 

 

７，その他 

   他機関・他団体等との連携（特に医療、福祉、市町村の他部局） 

      

～超高齢社会の公民館（生涯学習）は～ 

① 何を学ぶかも大事だが、誰と一緒に学ぶかが鍵 

② 経費は最小限に 

③ 集い・学び・結ぶ 活動の場を身近に確保 

④ 公民館の老朽化 

                    23:11:2  全国公民館連合会 

miyawaki
テキストボックス
資料１



参考データ（高齢者関係） 
１．公民館における高齢者のみを対象とした学級・講座数の推移（単位：件） 

 
 
２．公民館のグループ・サークルの利用状況（単位：団体） 

 
※１～２の出典：文部科学省「社会教育調査」 
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３．公民館利用のきっかけ（複数回答、単位：人） 

 
 

４．公民館への交通手段（単位：人） 
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５．公民館情報の入手手段（複数回答、単位：人） 

 

 

６．公民館を利用しない理由（複数回答、単位：人） 

 

 

※３～６の出典：全国公民館連合会『公民館を活用した高齢者の社会参加促進

について』平成１４年度 
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『月刊公民館』既刊号の「高齢者関係」特集一覧

平成１５年

10 月号 公民館と地域福祉
地域福祉の拠点として、公民館が活用されています。公民館ならではの

住民自治と地域連帯を基盤とした地域福祉の推進の実状などを取り上げ

ています。掲載事例：福岡県北九州市、埼玉県所沢市、長野県松本市

平成１６年

10 月号 これからの高齢社会のために－新しいヒント－
多くの公民館では、高齢者向けに「高齢者学級」「寿大学」などを開講

しています。高齢者の学習を支援するためのポイントや社会参加へのヒ

ントなどを特集しています。掲載事例：山形県戸沢村、広島県廿日市市

平成１７年

９月号 高齢者と社会参加
公民館の高齢者対象事業の最近の潮流として、「２００７年度問題」と

いわれる団塊の世代を公民館活動にどのように取り込み、参加を促して

いくかが課題となっています。また高齢者大学のカリキュラム内容など

の改革なども取り上げています。掲載事例：東京都西東京市、千葉県佐

倉市、秋田県能代市

平成１８年

５月号 人生の新学期をはじめよう －パワフル団塊の世代を公民館に－
公民館では、団塊の世代向けの講座が少しずつ増えてきています。その

企画内容のポイントや基本的な視点や考え方などを考察しています。掲

載事例：広島県広島市、大阪府貝塚市

平成１９年

８月号 公民館に団塊の世代を
全国的に「おやじの料理教室」などの団塊の世代への取り組みが増えて

きましたが、単発に終わってしまうことが多く、その後の活動につなが

ることが少ないため、さらなる創意工夫が必要です。掲載事例：岡山県

岡山市、千葉県野田市

平成２１年

７月号 高齢者の元気が、公民館の活力！
高齢者が公民館に通って、人との楽しい交わりができることは、生きが

いの源となって、高齢者が元気に生きていくことにつながっています。

掲載事例：千葉県船橋市、島根県松江市
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